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１． 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守する

２． 二酸化炭素排出量の削減に努める

３． 廃棄物の削減や再生利用に努める

４． 水使用量の削減に関することに努める

５． グリーン購入やグリーン調達に努める

６． 製品外観不良低減に努める

7． 化学物質の適正管理に努める

制定日：

改定日：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役

2017年7月1日

2020年11月26日

橋本政博

環 境 経 営方 針

当社は企業活動において、次世代に地球の恵みを引き継ぐ為、地球温暖化の緩和に向
けた汚染予防、環境改善の取り組みや様々な環境活動に全員参加で自主的・積極的
に、継続的改善に取り組みます。
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□組織の概要

（１） 名称及び代表者名

橋本産業株式会社

代表取締役社長　橋本 政博

（２） 所在地

本社工場 大阪市生野区巽北２丁目３番５号

第二工場 大阪市生野区巽北１丁目２８番５号

第三工場 大阪市生野区巽北１丁目２８番９号

巽倉庫 大阪市生野区巽北２丁目７番２５号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者 代表取締役社長　 橋本　政博　　TEL：０６－６７５１－６４２４

担当者 営業部 平野　肇　　 TEL：０６－６７５１－６４２４

（４） 事業内容

非鉄金属切断加工及び販売

主要製品：銅、黄銅、アルミ

（５） 事業の規模

製品出荷額 26.7 億円

本社工場 第二工場 第三工場 巽倉庫 合計

35 5 2 無人 42

1,267 593 124 496 2,480

（６） 事業年度 1月1日～12月31日

□認証・登録の対象組織・活動

登録事業者名： 橋本産業株式会社

対象事業所： 全組織

対象外： なし

活動： 全活動

従業員　　　　　

延べ床面積　　　
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実施体制図及び役割・責任・権限表

更新日：

（本社）

・自部門における環境方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
　試行・訓練を実施、記録の作成

巽倉庫

2017年3月1日

橋本産業株式会社

代表者

社長

環境管理
責任者

（兼）社長

環境事務局

平野　肇

販売管理 製造部 営業部 第二工場 第三工場

役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備
・環境管理責任者を任命
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境目標・環境活動計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境活動レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境目標・環境活動計画書を確認
・環境活動レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21 推進委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境目標、環境活動計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

EA21 推進委員会 ・環境活動計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

部門長
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□主な環境負荷の実績

単位 2019年 2020年 2021年

kg-CO2 87,722 93,213 107,915

kg 4,193 5,312 3,977
kg 4,193 4,262 2,327
kg 0 1,050 1,650
㎥ 94 94 618

※電力の二酸化炭素排出量換算値 0.522 ｋｇ-CO₂/ｋWｈ
※二酸化炭素総排出量は本社使用の都市ガス使用量を含む。
※2021年度分には、第二工場、第三工場、巽倉庫の電気と灯油使用分が含まれます。

□環境経営目標及びその実績
基準値

（基準度) （目標） （実績） （目標） （目標）
kg-CO2 60,013 58,212 81,791 57,612 57,012

基準年比 2018年 97% 136% 96% 95%
kg-CO2 1,301 1,262 1,660 1,249 1,236

基準年比 2018年 97% 128% 96% 95%
kg-CO2 25,833 25,058 23,080 24,800 24,542

基準年比 2018年 97% 89% 96% 95%

kg-CO2 87,147 84,533 106,530 83,661 82,790

kg 2,356 2,285 2,327 2,262 2,238

基準年比 2016年 97% 99% 96% 95%
㎥ 426 413 618 409 405

基準年比 2018年 97% 145% 96% 95%
％ 861 617 620 611 604

－ 2016年 97% 72% 96% 95%

※化学物質の取扱と保管は、適正に管理します。

※産業廃棄物である木くずの削減目標設定は行わず、産業廃棄物管理手順書を定め、

適正に管理して参ります。

※2021年度実績には下記の第二工場、第三工場、巽倉庫の電気と灯油、水使用分が含まれます。

使用量kWh kg-CO₂ 使用量㎥ kg-CO₂

第二工場 31,817 16,608 126 314

第三工場 2,273 1,187 54 135

巽倉庫 173 90 0 0
3サイト計 34,263 17,885 180 449

※3サイトでのCO₂排出量計は、 18,334 kg-CO₂です。
※2022年度からは、2021年度実績を基準年として目標設定を行い、使用実績を監視します。

2021年度
水道水の使用

㎥

164

49
0

213

上記二酸化炭素排出量合計

　産業廃棄物排出量

2021年 2022年 2023年

灯油による二酸化炭素
削減

項　目

廃棄物排出量

　一般廃棄物排出量

水道水の削減

一般廃棄物の削減

総排水量

　　　　　　　　　年　度
　　項　目

電力による二酸化炭素
削減

自動車燃料による二酸
化炭素削減

製品外観不良低減

電気使用CO₂排出量 灯油使用CO₂排出量

二酸化炭素総排出量
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□環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標：○達成　×未達成

　 活動：〇よくできた　△さらに取組が必要　×全くできなかった

達成状況

数値目標 ×
○
○
○
○

数値目標 ×
○

数値目標 〇

○

○

○

数値目標 ○
○

○

○
○

数値目標 ×
×

×

数値目標 ○
○
○
○

達成。分別、梱包資材の再利用、簡素化、コピー
紙、裏紙再利用の徹底を行っている。梱包資材に
ついては客先の理解頂きの可能な限り無梱包を引
き都築実施して行く。
取引先への見積り・受注など可能な限り電子ﾒ-ﾙ
で行いコピー用紙の削減に繋げている。
ダイレクトに受信される広告媒体は受け取り拒否
連絡の徹底を行っていく。

未達成。水道水の削減についての取り組みに着手
出来ていない、新型コロナウイルス感染予防の為
手払い・消毒を徹底させている結果及び第2工
場・第三工場対象事業所拡大により使用量の増加
となった。早期に自動水栓への移行を進め必要に
なってくる。継続して節水の認識のを取り組みを
行っていく。

水道水の削減

・節水シールの貼り付けとポスター掲示

・効率的なルートで配送

・小口明細は運送業者に委託

・分別の徹底

・梱包材の再利用

・節水弁取り付け

製品外観不良低減

・製品外観不良低減に努める
・検品の強化
・梱包を厳重にする

達成。受注量の増加により外観不良件数が増加し
た。出荷時間の締め切り・検査人員の不足など単
月で増加した月もあったが、工場内の整理・整
頓・材料を削減することにより外観不良の件数は
減少し累計では昨年を下回った。しかしながら外
部委託輸送中の要因で外観不良の完全削減できな
い。今後とも、改善に勤めていく。

・梱包形態の簡素化
・コピ-紙　裏紙の再利用

一般廃棄物の削減

達成。ガソリンは近隣小口配送を軽自動車・軽ト
ラックで行ったため増加した。軽油については受
注量増加したが、自社配達便が積載4㌧迄の為　
載せきれず運送業者に委託した結果 軽油の使用
量が減り昨年を下回った。
引き続き、自社便の配送効率を高め使用量の削減
に努める。

自動車燃料による二酸化炭素削減

灯油による二酸化炭素削減

未達成。灯油の増加は　第二工場・第三工場　対
象事業所拡大による。　温暖な日の石油スト－ブ
の使用を控えていたが台数が増えたため使用量増
加した。　来年度継続して削減に取り組んでい
く。

・石油スト-ブ作業休憩時の消火

取り組み計画

電力による二酸化炭素削減

未達成。電気使用量の増加は、受注量増加による
機械設備稼働時間増加、夏季熱中症対策で工場内
空調機活用、第二工場・第三工場対象事業所拡大
による。
夏季の工場空調機はデマンド警報機による管理を
行っている為抑制されている。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

・不要照明の消灯
・休憩時間の不要照明の消灯
・空気圧縮機のエア洩れ点検

・アイドリングストップ
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

なお、違反、訴訟等は過去３年間（あるいはこれまで）ありませんでした。

□代表者による全体の評価と見直し・指示

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□環境経営への取り組み

デマンド管理装置の継続導入により夏場の空調機
電力消費の管理により削減が図れました。

2021年12月　本社北棟　第一期　LED電灯化　　
工事が完了しました。
2022年度は　本社南棟 第二期  LED電灯化
工事を実施します

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

2021年1月から12月までの期間 売上高前年比約125％となり設備稼働・残業の増加により電力の削減が進みませんで
した。また今期から対象を3事業所に拡大した為使用量の増加が見られました。電力削減の施策として、今期本社工場 
北棟を水銀灯からLED電灯にし来年度は南棟もLED電灯に切替を行い電力使用の削減に努めてまいります。
ガソリン・軽油の使用も配達効率的なルートの再検証や、可能な限り自社便の配達を避け運送業者に委託をすることに
より二酸化炭素減を図って参ります。

騒音・振動規制法 せん断機

消防法
フロン排出抑制法 業務用空調機

廃棄物処理法 一般廃棄物(紙くず、繊維くず、木くず、生ごみなど)

消火器の保管管理
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